
文化の越境、市民が作る日韓関係 

2000年代に始まった韓流ブームにより、多くの日本人が隣国の文化や歴史に関心を持つようになり、市民レベルの訪問や交流が始まり

ました。大衆文化のパワーが「近くて遠い国」だった韓国と日本の距離を近づけ、日本人の心理や娯楽生活を大きく変えたのです。 
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第Ⅰ部（午後１時開始） 韓国現代アートの世界 

「『風の絵師』申潤福（シン・ユンボク）から韓国現代アートのスーパースター鄭然斗（ヂョン・ヨンドゥ）まで」 
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このシンポジウムでは、アートとドラマという二つのジャンルから韓国文化の魅力に迫り、最新の動向や、日本との関係性などを探って

いきます。各分野の専門家の報告に加え、市民（来場者）にもディスカッションに参加してもらうことにより、文化の越境がもたらす新し

い時代の日韓関係が見えてくるでしょう。 


